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「
培
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に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

動
物
の
個
体
か
ら
で
は
な
く
、
可
食
部
の
細
胞
を
組
織
培
養
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
「
培
養
肉
」
に
つ
い
て
は
、
近

年
、
技
術
の
進
展
に
よ
り
、
市
場
投
入
も
間
近
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
、
産
業
化
に
向
け
た
動
き
が
加
速
化
し
て
い
る
こ
と

に
関
連
し
、
以
下
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

一 

「
培
養
肉
」
は
、
動
物
を
屠
殺
す
る
必
要
が
な
い
、
厳
密
な
衛
生
管
理
が
可
能
、
食
用
動
物
を
肥
育
す
る
の
と
比
べ
て
地

球
環
境
へ
の
負
荷
が
低
い
、
な
ど
の
利
点
が
あ
り
、
世
界
人
口
が
増
え
続
け
食
肉
の
需
要
が
今
後
高
ま
る
中
で
、
従
来
の
食

肉
に
替
わ
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
「
培
養
肉
」
に
対
す
る
政
府
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
さ
れ
た
い
。 

二 

米
国
で
は
、
既
に
、
「
培
養
肉
」
の
商
品
化
に
向
け
て
、
生
産
工
程
の
検
査
や
安
全
性
保
証
、
商
品
表
示
に
関
す
る
ル
ー

ル
整
備
等
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
「
培
養
肉
」
の
商
品
化
を
見
据
え
た
法
律
や
制
度
の
整
備
の

検
討
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。 

三 

米
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
「
Ａ
．
Ｔ
．
カ
ー
ニ
ー
」
は
、
二
〇
四
〇
年
の
食
肉
の
世
界
市
場
規
模
は
一
・
八
兆
ド
ル
と

な
り
、
そ
の
う
ち
「
従
来
の
肉
」
は
四
十
％
で
、
「
培
養
肉
」
が
三
十
五
％
を
占
め
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
「
培
養
肉
」
が

普
及
し
た
場
合
、
家
畜
を
育
て
る
畜
産
農
家
へ
の
影
響
を
ど
う
考
え
る
か
。 
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